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B 29 ス カ ート 設 計 に お け る フ ィ ッ ト 性 の 数 量 的 検 討 （ 第2 報 ）

日 本 女 大 家 政　 ○ 恒 川 久 子　 樋 口 ゆ き 子　 千 葉 桂 子

被　服　105

目 的　 衣 服 を 設 計 す る に あ た り.   A 体 の 形 状 を 把m す る こ と は 最 も 重 要 な 課 題 で あ る 。 現

在 は コ ン ピ ュ ー タ の 進 歩n. ど に 伴 い ， 計 測 さ れ た デ ー タ か ら 人 体 そ の も の を 再 現 す る こ と も

か な り た や す く な っ て き て い る 。 今 後 は そ こ か ら 発 展 し て 衣 服 設 計 へ の 具 体 的 な 手 が か り を

つ か む こ と が よ り 重 要 な 課 題 で あ ろ う 。 そ こ で 今 回 は ， 若 年 女 子 の 腰 部 横 断 面 デ ー タ を も と

に 腰 部 体 型 を 分 類 し ， ス カ ー ト 設 計 上 ， フ ィ ッ ト 性 の 重 大 な ポ イ ン ト と な る ダ ー ツ 位 置. ダ

ー ツ 量 お よ び ゆ と り 量'の 適 合 性 を 検 討 し た 。

方 法　 若 年 女 子27 名 の 被 験 者 に つ い て ， ス ラ イ デ ィ ン グ ゲ ー ジ 法 に よ り ， ウ エ ス ト. 中 ヒ

ッ プ ， ヒ ッ プ の 各 横 断 面 を 測 定 し ， 横 断 面 円 周 上 のX  ,    Y 座 標 を コ ン ピ ュ ー タ に 入 力 し て ，

ク ラ ス タ ー 分 析 に よ り 腰 部 の 体 型 分 類 を 行 っ た 。 ま た ， 各 横 断 面 円 周 上 の 曲 率 を 移 動 平 均 法

で 平 滑 化 し た 値 と 各 横 断 面 を 垂 直 方 向 に ス プ ラ イ ン 補 間 し て 求 め た 縦 の 曲 率 近 似 値 を も と に

作 成 し た 腰 部 の3  次 元 曲 率 分 布 か ら ダ ー ツ 位 置 ， ダ ー ツ 量 を 求 め た 。

結 果　 若 年 女 子27 名 の ウ エ ス ト ， 中 ヒ ッ プ ， ヒ ッ プ の 横 断 面 デ ー タ を も と に ク ラ ス タ ー 分

析 に よ り 自 動 分 類 し た 結 果 ， 腰 部 体 型 が ２ 群 に 大 別 さ れ た 。 各 群 の 曲 率 分 布 の 平 均 値 か ら ダ

ー ツ お よ び ゆ と り 量 を 算 出 し フ ィ ッ ト 性 を 検 討 し た と こ ろ ， 体 型 に 適 合 し ， 有 効 性 が 認 め ら

れ た。

B 30 ズ ボ ン 原 型 製 図 の た め の 人 体 因 子

後 股 ぐ り 線 の 傾 斜 角 度 と 体 型 お よ び 動 作 時 の 適 合 に つ い て

県 立 新 潟 女 短 大　　　　 平 沢 和 子

目 的　 す で に ズ ボ ン 原 型 の く り 幅 は 腰 部 最 大 矢 状 径 の80 ％ を 用 い る こ と か 適 切 で あ る と

し 、 こ れ を 理 論 的 に 説 明 し 着 用 実 験 に よ っ て 確 か め 報 告 し た 。 今 回 は7,' .-)-.ン 原 型 の 後 股 ぐ

り 線 の 傾 斜 角 度 に つ い て 検 討 し た 。 こ の 傾 斜 の は た ら き は 「 腰 部 体 型 へ の 適 合 」 と　ｒ 動 作

時 の 適 応 」 が 考 え ら れ る 。 こ の ２ つ を 分 離 し 、 定 量 的 に と ら え る こ と を 試 み た 。

実 験 方 法　1  ）it  測 実 験　 後 腰 部 体 型 に 適 合 す ろ 製 図 上 の 有 効 な 人 体 因 子 と し て 正 中 角

度（ 仮 称　 後 正 中 線 上 の 胴 囲 線 か ら 腰 囲 線 に 沿 う 角 度 ）を 直 接 計 測 し 。 こ れ を 用 い て の 製 図

方 法 を 検 討 し た 。　2   ） 着 用 実 験　 後 股 ぐ り 線 の 角 度 ・ 動 作 の 種 類 ・ 動 作 時 の 皮 膚 抵 抗 部

位 の ３ 要 因 に 対 し そ れ ぞil   4 水 準 を 設 定 し 、 ズ ボ ン 原 型 の 腰 部 体 型 へ の 適 合 度 の 判 定 と 、

動if の し や す さ の 官 能 検 査 を 行 っ た 。 実 験 用 ズ ボ ン の ゆ と り 量 は 各 被 験 者 の 計 測 値 に 対 し

同 一 条 件 と し た 。 即 ち 、 胴 囲：＋1 .5cin、 最 大 腰 囲：＋5 ％, 膝 囲：＋35 ％ 、 く り 幅：腰 部 最 大

矢 状 径 の80 ％ 、 股 上 前 後 長：＋3% と し 、 後 股 ぐ り 線 の 角 度 は 正 中 角 度 ／2 に 対 し-t-5 °、士0:

＋5 °,     ＋10 °の ４ 水 準 と し た 。 被 験 者 は、1 ） で 計 測 し た 正 中 角 度 （ 青 年 女 子100 名 ） の 範 囲

が6   °～2    8  °で あ っ た た め 、 正 中 角 度 が こ の 範 囲 を 網 羅 す る 青 年 女 子10 名 を 選 ん だ 。

結 果　 正 中 角 度 の 計 測 結 果 は 青 年X    =   16.0 °　S    =4.4 °　n   = 100 、 中 年X    =  12.5 °　Ｓ

=   3 . B°　n ＝50、 老 年X    =  10.0 °　S    ＝4.9 °　n   = 38  （50 名 中 マ イ ナ ス 角 度12 名 ） と な り 経

年 変 化 が 認 め ら れ た 。 腰 部 体 型 に 最 も 適 合 し た 後 股 ぐ り 線 の 角 度 は 正 中 角 度 ／2    ＋5   °で

あ り 、 動 作 時 の 適 応 の た め の 官 能 検 査 結 果 は 正 中 角 度 ／2  ＋5    °の 得 点 が 最 も 高 く 、 次 い

で 正 中 角 度 ／ ２ 士0    ` で あ り 、 こ の 間 の 有 意 の 差 は 認 め ら れ な い 。


